
1 

 

会議録【全文筆記】 

会議名称 令和 5年度 第１回置賜定住自立圏共生ビジョン懇談会 会議録 

開催日時 令和 5年 7月 31日（月） 午後 3時 00分～ 

開催場所 置賜広域行政事務組合消防本部 ２階 講堂 

出席者   （委員等氏名）  （所属団体等） 

会長 野々村美宗   山形大学大学院理工学研究科 

副会長 田中明子   米沢商工会議所 

委員  遠藤央子   白布温泉 湯滝の宿 西屋 

委員  加藤里美   米沢市民生委員児童委員連合協議会 

委員  小泉玲子   米沢観光コンベンション協会 

委員  小関洋子   米沢市青少年育成市民会議 

委員  佐藤きく   米沢市婦人防火指導員連合会 

委員  清野雅好   米沢市社会福祉協議会 

委員  西川友子   山形県立米沢女子短期大学 

委員  中井 晃   山形鉄道株式会社 

委員  宮原博通   高畠町政策審議会 

委員  菅井 厚   川西町まちづくり委員会 

委員  吉田博之   白鷹町振興審議会 

委員  鈴木正人   飯豊町振興審議会 

欠席者    （委員等氏名） （所属団体等） 

委員  鈴木正弘   ＪＡ山形おきたま 

委員  結城秀人   南陽市観光推進会議 

委員  髙橋和衛   小国町振興審議会 

オブザーバ

ー 

長井市総合政策課補佐、南陽市みらい戦略課長補佐、高畠町企画財政課

長、川西町まちづくり課長、小国町総務企画課長、白鷹町企画政策課長、

飯豊町企画課長、置賜総合支庁総務企画部総務課連携支援主査 

事務局 米沢市長、米沢市企画調整部長、政策企画課長、政策企画課長補佐、政策

企画課企画調整主査、置賜広域行政事務組合事務局次長兼総務課長、総務

課長補佐兼企画財政係長、総務課企画財政係主任 

米沢市担当

課 

地域振興課長、環境生活課長、高齢福祉課長、観光課長補佐、農政課長、 

農政課米沢牛振興室長兼畜産主査 

会議次第 1 開会 

2 委嘱状交付 

3 市長あいさつ 

4 委員自己紹介 

5 会長及び副会長選出 

6 会長あいさつ 

7 協議 

（１）会議等の公開について 

（２）令和４年度の取組及び 

置賜定住自立圏共生ビジョンの改定（案）について 

（３）置賜定住自立圏共生ビジョンの策定について 

8 その他 

9 閉会 

会議資料 次第 

名簿 
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資料 1 会議等の公開について（案） 

資料 2 令和４年度の取組及び置賜定住自立圏共生ビジョンの改定（案）に

ついて 

資料 3 置賜定住自立圏共生ビジョン（案） 

資料 4 置賜定住自立圏 第２次共生ビジョンの策定について 

資料 5 第２次共生ビジョンにおける具体的取組について 

参考資料 1 置賜定住自立圏共生ビジョンにおける評価について 

会議内容 

【１ 開会】 

   省略 

【２ 委嘱状交付】 

   省略 

【３ 市長あいさつ】 

  置賜定住自立圏共生ビジョン懇談会委員として委嘱状を交付させていただいたとこ

ろであります。置賜定住自立圏として 5年目を迎えまして、新たに来年度からの方向

性を皆様と一体となって、検討・協議の上、決定していきたいと思っているところで

ございます。今、置賜 3市 5町でも人口減少が進み、持続的な地域のあり方、そし

て、住民福祉の向上など課題を抱えているところであります。今まで単独市町で行っ

てきた事業もやはり人口減少等において非常に厳しくなってきており、そこは広域的

にしっかりと連携を取りながら、お互いに助け合っていこうということが大きな課題

になってきているところであります。今後もいろいろな面で住民が生活する上で、安

全で安心して生活できる環境づくりというものが求められますので、皆様の生活向上

に取り組んでまいりたいと考えております。それぞれの地域の課題であったり、ま

た、まちづくりの方向性を合わせてお互いに協力していくということを大切にしなが

ら取り組んでまいりたいというように思います。何卒、御意見、いろいろなお知恵を

お貸しいただきまして、素晴らしい置賜定住自立圏共生ビジョンがまた確立されるこ

とを心から願いながら委嘱状交付に当たりまして、一言、日頃のお礼を兼ねまして御

挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

【４ 委員自己紹介】 

   省略 

【５ 会長及び副会長選出】 

  会長に野々村美宗委員、副会長に田中明子委員が選任された。 

【６ 会長あいさつ】 

皆様改めましてこんにちは。山形大学の野々村と申します。今回、会長を務めさせ

ていただきます。初めてでございまして、若輩者で分からないことが多くございます

が、皆様から御指導いただきながらこの会を進めていきたいと思っております。この

会を進めるに当たりまして、二つほどお願いを申し上げたいというように思っており

ます。一つはこの資料を拝見し熟読させていただき、これから 5年間の置賜地区の行

政の方針を決めるのは大変重要なことだというように思いました。これから５年間だ

けではなくてその先の 10年間、20年間の方向性にも影響する非常に大事な会だと思っ

ております。現在の置賜をどうやって良くするかはもちろんのこと、子どもたちの世

代がより幸せになるようにするにはどうすれば良いか、そのような視点でこの会を運

営させていただきたいというように思っております。もう一つお願い申し上げたいこ

とがございます。私自身、大学に籍を置いている教員でございますけれども、行政に

関しては全くの素人でございます。一市民としてこちらの会に参加をさせていただい

ております。実際に行政を執行するのは市であり町であるというように思いますけれ
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ども、やはり、そこに実際の住民の声はものすごく大事だというように思います。ま

ず、どのようなことでも結構ですので、御質問、御提案いただければ非常に嬉しいと

思います。私自身もそのようなスタンスでこの会を進めさせていただきたいと思って

おります。皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

【７ 議事】 

（１）会議等の公開について 

（資料 1に基づき説明。） 

  会議録及び配布資料について公開する取扱いとして決定した。 

 

（２）令和４年度の取組及び置賜定住自立圏共生ビジョンの改定（案）について 

（資料 2、3に基づき説明。） 

 

委員 資料 3の 1ページ目の定住自立圏共生ビジョンについて、定住自立圏

共生ビジョンの目的は全くそのとおりで、この目的をどう実現していく

かがもちろん重要だと思います。この定住自立圏共生ビジョンの目的を

より具体的な取組として実現していくのに、この 12～13 ページの具体

的な取組については何か偏りを感じます。例えば、この 3市 5町の広域

連携を進める上で、どのように 3市 5町連携していくのか。それから、

産業振興でも米沢牛の振興は確かに一つのブランドとしては大きいもの

があろうかと思いますが、やはり産業振興という上では、まだまだ農業

にしましても後継者の問題や耕作放棄地にならないように農地の活用で

あるとか、そして、置賜の地場産品を作っていくとか、置賜全体が食の

宝庫であるというポテンシャリティを高めていくとか、置賜 3市 5 町の

産業振興がここにありというような取組をしていくことが必要なのでは

ないかと思います。もちろん生活機能強化、教育もそうですけれども、

もっと置賜 3市 5町が魅力的になっていくことに向かっていくことが必

要だと思います。つまり、定住自立圏ということを考えたときに、この

地域の子どもも大人もふるさとを誇りに思うというところをどこから見

出せるのかということを疑問に思っています。そういったふるさとを誇

りに思うことが無ければ、移住・定住・交流も展開していかないのでは

ないかと思います。地域の子どもも大人も、その地域に誇りを持ってい

きいきと輝いて暮らしているというところで初めて、外からあのまちに

住みたい、そして、あの仕事に就いて自分でもこういう仕事を興してみ

たいというようになっていくと思います。ということは今の取組の項目

そのものにもっと魅力的な内容が盛り込まれていくべきだと思います。

今ここに挙がっている具体的な取組として掲げられているものだけをや

っても、大きな地域の魅力づくりということをベースにきちんと組み立

てていかないとそれぞれが活きていかないと思います。そういった骨格

をもう少し網羅していく必要があると思います。 

事務局 御指摘にあったのは確かにおっしゃるとおりでございます。定住自立

圏においては、3市 5町という広域の枠組、3市 5町が連携して進めて

いくというのが一番大きな視点であるというように思っています。定住

自立圏が始まる前までは、先ほど 12ページ、13ページの取組を紹介さ

せていただきましたが、観光などを除いて実際に集まって取り組んでい

るようなものはなく、そういった意味ではこの定住自立圏を始めたこと

によって、3市 5町の連携は高まったというように強く感じておりま
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す。ただ、委員もおっしゃったとおり、その魅力についてどのように進

めていけば良いかというと、定住自立圏では生活機能の強化、結びつき

やネットワークの強化、圏域マネジメント能力の強化、この三つの分野

で取り組むことが国から求められております。そのような中で、置賜で

取り組める内容がどういったものかというところを考えて第一次共生ビ

ジョンは策定させていただきました。コロナ禍もあり思うようにいかな

い部分も確かにありましたが、先ほど事務局から紹介申し上げました成

年後見センターはこれまでなかったもので、こういった意味では定住自

立圏の成果は一定程度出ていると感じております。今後、第２次共生ビ

ジョンの内容についても御説明いたしますが、様々な御意見もあるかと

思いますが、こういった取組を連携して取り組んでいく姿勢が大事だと

思っております。 

会長 置賜地域でどんな魅力を引き出していくかということについて、何か

ございますか。私は大学に勤める者として、この置賜地域を見たときに

特徴的なのは大学が 3つあることはすごく大きいというように思ってい

ます。子どもたちの教育は山形に来た時からやっており、大学と教育委

員会と連携させていただいて、なかなか上手くいかないのですけれど

も、米沢駅裏のところに新しい施設を作らせていただいたりもしまし

た。今お話のあった米沢牛というのはものすごく魅力的なコンテンツで

皆さんこれを目指して米沢にいらっしゃると思うのですけれども、それ

とはまたちょっと違う置賜の魅力を御提案できると思います。こちらの

議題については（３）を事務局から御説明いただいた後に、議論させて

いただきたいと思います。 

（３）置賜定住自立圏第２次共生ビジョンの策定について 

（資料 4、5に基づき説明） 

委員 資料 3 ⑥水道の圏域内水道の広域連携等の検討について、期待され

る効果として圏域内住民生活に必要な水の安定的な供給が図られるとい

うことで、資料 5の中でＳＤＧｓと連携して紐づけられていて非常に分

かりやすく、ビジョンを具体的にしていく中で良い資料を作っていただ

いたと思います。圏域内住民生活に必要な水の安定的な供給が図られる

というのはＳＤＧｓの 6番に該当しますが、事業内容からすると、今ま

では公共施設での水回りの市民に対する安定的な提供の意味合いで捉え

ていたのですが、実際に大事なのは日常生活に欠かせないライフライン

ですので、日常生活の下支えの対策が必要だと感じています。要は水道

料金、公共料金のことなのですが、総務省から消費者物価指数が公表さ

れていて、山形県は上から 6位、そのうち水道光熱費に対する消費者物

価指数は全国平均を 100とした場合、110.4ということで全国では 3番

目に高いという結果が出ていたそうです。私たちが生活していると、こ

の冬も電気代が高くなって家計的にも将来的にも非常に苦しいのですけ

れども、この辺に関する水道料金、公共料金の現状を把握するというこ

と、全市民が利用するわけですから安心して暮らすためにはこの辺の検

討や改定が必要ではないかと思います。そこに関して令和元年からの事

業を見る中で、広域内水道の広域連携等の検討の事業費見込は 0なの

で、もし可能であれば盛り込んだ上で検討していただきたいです。これ

について自治体の御意見をお聞きしたいと思います。 

事務局 水道料金が高くなることについては、やはり人口の密度割合や広大な
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面積になることで料金が高くなるという構造的な問題があると思いま

す。水道管を維持していくということにおいて、やはり国でも非常に大

きな問題として捉えているというように聞いており、計画の中におきま

しても、県と連携しどういった方法でこの米沢市だけではなく 3市 5町

全体的に水道行政を行っていくことがより安定した水道行政の経営の安

定に繋がるかというところを、予算の計上はしていないのですけれど

も、議論していくということが県議会でも示されており、米沢市でも 3

市 5町の中で議論を進めていくということになっております。この中で

いきなり 3市 5町合併することはなかなか難しいですけれども、ソフト

的な部分からまずは連携を図れないかといったところをすることで、よ

り低廉な運営ができないかというところを議論しているというように聞

いているところです。 

会長 県との連携は水道料金が安くなる方法での検討が進んでいるのでしょ

うか。 

事務局 安くなることについての議論が進んでいるかは把握していないのです

けれども、まずはやはりこれから人口が減少していく中で水道管の維持

運営が非常に難しくなってくる部分もあるというところがございまし

て、そうしたところの安定供給というところを議論しているというよう

に聞いているところでございます。 

委員 産業振興のところでは米沢牛の振興をすごく頑張っていると思いま

す。農業においては、後継者がいないという問題がある中で、若い人た

ちに呼びかけ、例えば今ある空き家を利用しながら若い人へやってみな

いかと声掛けすることなど、外部から人を集めることなどは考えていま

すか。 

事務局 今いただいた御質問は産業全体という意味で捉えてお答えしたいと思

います。置賜地域は若い人の流出がかなり進んでいるところです。若い

人をいかに定着させるかが一番重要であると考えており、それぞれ各市

町においてそのような取組を進めているところでございます。先ほどの

置賜の魅力という点に繋がると思いますが、なかなか人口減少に歯止め

をかける、逆に増加させるような、まさに特効薬のような大きな施策は

ないと考えております。こういった定住自立圏に掲載しているような

様々な施策を総合的に進めていく、特に定住自立圏においては、単独の

自治体だけではなく 3市 5町広域連携して取り組む形を取っております

ので、3市 5町と連携・協力をして、人口減少しているような状況では

ございますが、そういったものを一つ一つ進めていきたいと考えており

ます。なかなか劇的にすぐに効果が現れるのは難しいというようには考

えておりますが、一つずつ着実に実行していくのが一番重要というよう

に思います。 

会長 他の自治体を見ると明石市は子どもの教育を充実させることで人口増

加を図っているようです。それぞれ地域の特性があるので、明石市の施

策をまねれば置賜の人口が増えるかというと、そんなことはないと思い

ますが、置賜は何をしたら良いのかというところをやはり我々としても

提案していかなければいけないと思います。私は大学なのでどうしても

そういう観点からになりますが、大学生が山形県内になかなか就職せ

ず、多くの方は関東に出て行ってしまい、どういうことだというような

お叱りを受けるのですけど、やはり働きの場はすごく大きいです。学生



6 

 

が希望する働きたい場所というのはどうしても首都圏が多く、なかなか

学生を引き留めることができない。一方で、上手くいっているパターン

だと、私の教え子でベンチャー企業、町工場を親御さんから引き継いで

それを発展させています。若者にとって魅力的な働きの場を作っていく

のは大事だと思います。様々な分野の方がお集りの機会ですので御意見

をお願いしたいと思います。 

委員 町の委員会でも行政の産業施策等も評価している中で一番感じている

のが町をどう進めていくかということが一番重要であって、この会議で

も置賜をどちらに向けて進めていくか、先ほど明石市の話もありました

が、子育ての施策も生かせる問題ではないかと個人的には思います。そ

れでこの場で置賜をどう持っていくかというのを大きく掲げていった方

が良いのではないかと思います。ここの委員会でも皆さんの言っている

ことはすごく貴重で大切なことを言っているのですけれども、いろいろ

な委員会、協議会を通していく中でだんだん消えていきます。1人の少

数意見でも重要なものが要望されているのがいろいろな会議でたくさん

あるわけです。やはり失われても良いからこのビジョンの中で置賜全体

としてどう持っていくか、皆さんで置賜をこう持っていきましょうとい

うことを打ち出していく必要性があるのではないかと思います。米沢牛

もそうですが、魅力あるもののためには小さな意見も取り上げられるこ

とが大事だと思います。会長がおっしゃったとおり、魅力はあることを

みんな分かっているのだけれど、どうするかが難しいものですから、大

きくビジョンを掲げた方が良いのではないかと思います。ゼロカーボン

についても、これに加えて過剰包装についても変えましょうということ

で、例えば、お菓子を食べる時、包装紙が 4つも 5つあってやっと口に

運ぶというような状況など、簡単なもの、変えられるものから変えてい

くと良いと思います。この場でどんどん意見を言った方が良いと思いま

す。 

委員 福祉・健康事業の充実を図るのであれば、食を通してのコミュニケー

ションという問題が出てくるのではないかと思います。医療の方につき

ましても、受け身的な医療体制もありますが、逆に心身の健康、3市 5

町で食生活の指導、家庭の中できちんとした食を取るということをきち

んとしていけば、人口に対しての医療費が少なくなり、それだけで地域

の魅力が増していくと思います。健康都市という中で、観光の温泉と絡

めますと、例えば、10日間プログラム、1ヶ月間そこで良い食をいただ

いて適度な運動をして、温泉療法をして健康になるということで、この

3市 5町の人たちはそういう社会システムを活用しているということに

なると、それが地域の魅力になり人を呼び込めると思います。温泉の活

用も地域資源としてあるわけですから、食と温泉と健康プログラム、そ

して良い食材を作っている方が 3市 5町にはたくさんいらっしゃるわけ

ですから、そういうところでのホスピタリティということも大切だと思

います。ですからもっと食と健康を切り口にして迫っていくだけでも置

賜の魅力、そこに若い人たちが新たな産業を見い出すということもでき

るし、食と健康という切り口をベースにすると、医療、子育て、福祉、

教育、生涯学習も絡んできますので、そういう骨太の大きな軸を 3市 5

町共有していくことが大切だと思います。 

事務局 米沢市では健康長寿日本一を掲げまして、現在、推進プランという具
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体的な計画を策定して進めております。置賜 3市 5町の共通した資源で

あると改めて感じたところです。具体的にどういった対応ができるかは

今後検討したいと思います。 

会長 どうもありがとうございます。この健康長寿日本一のコンセプトは非

常に魅力的だと思います。様々な分野と連携していろいろなことができ

ると思います。大学としても御協力できるかと思っております。先ほど

の魅力的な置賜地域の中で一つの案として、その辺りは事務局で御検討

いただければ嬉しいです。 

委員 病児保育事業について、広域利用ということで 3市 5町というイメー

ジで書かれているのですけど、実際に子どもが病気になった時に、離れ

たところの町の保育所を利用するかといったらそうではなくて、住まい

の近くの保育所というイメージが多いと思います。このままだと、特定

の町にしかないような状況なので、今後 5年間かけて全部の市町に病児

保育は必ず一つありますという形にした方が、実際に定住をさせようと

か若い人に住んでもらおうとした場合は、そういったところを考えてい

ただいた方が良いではないかというように感じたところです。 

事務局 病児保育につきましては、確かに米沢、長井、高畠、川西にしかあり

ませんけれども、例えば他の市町から通われている方が職場の近くの保

育所を利用することが多いと聞いております。確かに各市町にその機能

があれば一番良いと思いますが、現段階では難しいところがあるので、

今後の課題とさせていただきたいと思います。 

委員 ゼロカーボンの実現に向けての説明の中で、ペットボトルの再利用の

取組がありましたが、すでにペットボトルの分別収集はしているわけで

すし、当然再利用されていると思うのですが、今までと違った何か新た

な取組を予定されているのでしょうか。 

事務局 ペットボトルにつきましてはおっしゃるとおり、すでにペットボトル

の再利用というのは実施しているのですが、これからしようとしている

のは、ペットボトルからペットボトルにもう一度戻すという作業でござ

いまして、そうすることにより資源効率が格段に上がるというようなこ

とでございます。そうしたことをすることで、ＣＯ２の削減や環境負荷

に優しい対応をしていきたいと考えています。 

委員 私はライオンズクラブに入っていて、ペットボトルのキャップを集め

る活動をしていました。山形県内にペットボトルを取り扱っている業者

もいなくなり一度中断したのですが、昨年、福島の業者が持ち込みなら

受けてくれるというので、長井と白鷹のライオンズクラブで共同の取組

をして実際に持って行ってみました。普通に処分してくれるのかと思っ

たら、全然処分の方法が違いまして精製油を作製しているプラントがあ

りました。よろしければ資料を配らせていただいて良いでしょうか。ネ

ットで精製油と検索していただきますといろいろな企業も出てきますの

で、それを参考にしていただければと思います。福島の業者は規模が小

さいですけれども、エコキャップを熱で溶かして、ジェット機の燃料か

ら重油まで分解できるというプラントを持っていました。エコキャップ

だけでなく、ペットボトルと塩ビとナイロンは駄目だそうですが、それ

以外のプラスチック製品はほとんど原油に近い形に戻せるプラントが今

できているのだそうです。全国でもいろんなところで取組をしていま

す。千代田クリーンセンターを見せていただきますと、容器包装プラス
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チック類の回収で大分苦労されていますし、我々が分別したつもりで

も、中でさらに使えない部分、使える部分というのを分けていらっしゃ

いますけれども、そういったものも精製油にできるのであれば、もっと

効率が良くなりますし環境負荷も減ると思います。置賜広域行政事務組

合の中でもう既に検討しているという状況なのかもしれませんけれど

も、是非こういった精製油を作るというプラントについて検討していた

だければと思います。 

事務局 こちらのビジョンにつきましては、次年度からのビジョン計画になり

ますので来年度から実施するものを記載しております。先ほど御説明さ

せていただいたペットボトルの水平リサイクルは次年度からの取組とし

て進めていきたいと考えております。この項目自体はゼロカーボンの実

現に向けてというところでございますので、いただきました意見も踏ま

えて 3市 5町で何ができるか検討していきたいと思います。 

委員 参考資料 1 4ページ産業人材確保について、雇用対策協議会や様々な

関係機関と連携してというような文言が書かれていますが、事業費が

419,000円ということで他に比べて少なくなっています。今後の負担金

のあり方は増額等含めて検討していくとありますが、コロナ前は東京で

山形の企業を対象とした合同企業説明会が毎年行われており、庄内や最

上地域は各市町から担当職員が来て地域の魅力をお伝えしているのです

が、置賜地域だと米沢市、川西町とか特定の市町の行政の方しかこうい

ったところになかなか出て来られない風潮があります。こういった 3市

5町の共生ビジョン懇談会があるのでしたら、是非予算を確保していた

だき、県外の大学に進まれた若い方が米沢や置賜地域に戻ってきていた

だけるように努力をしていただきたいと思います。 

会長 人材確保は最優先の課題だと思います。移住・交流、地域おこしなど

あわせて御検討いただければと思います。他に御意見ありますか。無い

ようですので、本日の協議は終了とさせていただきます。 

【8 その他】 

委員 資料も公開して良いのでしょうか。 

事務局 基本的に公開して問題ありません。 

【9 閉会】 

 


